
昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、「
大
胆
な
金

融
緩
和
」「
機
動
的
な
財
政
対
策
」「
民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」と

い
っ
た
３
本
の
矢
を
柱
と
す
る「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」が
推
し
進
め
ら
れ
、2
月
の
経
済

報
告
で
は
、「
景
気
は
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に

弱
さ
も
み
ら
れ
る
が
、緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
」と
し
な
が
ら
も
、

先
行
き
に
つ
い
て
は
、「
海
外
経
済
の
不

確
実
性
の
高
ま
り
や
金
融
資
本
市
場
の

変
動
の
影
響
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
本
市
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
、

3
月
市
議
会
の
市
長
提
案
説
明
で
は
、

「
有
効
求
人
倍
率
は
継
続
し
て
1.0
倍

を
超
え
、
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
も

高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
」も
の
の
、

「
個
人
消
費
は
依
然
と
し
て
弱
い
動
き

が
み
ら
れ
、総
じ
て
景
気
の
全
体
景
的

な
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。」と
の
認

識
を
示
し
て
い
る
。

　

本
会
議
所
の
景
気
調
査(

平
成
27
年

10
月
か
ら
12
月
期)

に
お
い
て
も
、総
じ

て
厳
し
い
局
面
が
引
き
続
い
て
お
り
、

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
需
要
の

停
滞
、製
品
・
販
売
価
格
の
上
昇
難
な

ど
に
よ
る
悪
化
を
懸
念
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。又
、
新
規
学
卒
者
の
就
職

状
況
は
売
り
手
市
場
に
移
行
し
、
人
材

確
保
に
支
障
が
あ
っ
た
会
員
企
業
も
生

じ
て
い
る
。 

　
本
年
1
月
以
降
、原
油
安
、日
銀
の

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
等
に
よ
り
、金
融
市

場
は
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
、今
後
と

も
、平
成
29
年
4
月
に
予
定
さ
れ
る
消

費
税
の
引
上
げ
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン
ド
の

落
込
み
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
農
林
水
産
業

や
地
域
経
済
へ
の
影
響
、
中
国
経
済
の

停
滞
や
Ｉ
Ｓ
等
の
テ
ロ
に
よ
る
影
響
が

懸
念
さ
れ
、国
内
外
の
経
済
を
巡
る
環

境
は
予
断
を
許
さ
な
い
と
想
定
さ
れ
る
。  

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
経
営
環
境
下
に

お
け
る
会
員
事
業
所
の
事
業
継
続
、

新
た
な
事
業
展
開
に
資
す
る
た
め
、

当
会
議
所
は
、
本
年
２
月
に「
経
営
発

達
支
援
計
画
」を
策
定
し
、
国
の
認
定

を
申
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
、会
員
事
業
所
の

「
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」を
目
指
し
、こ
れ
ま

で
以
上
に
き
め
細
か
い
支
援
を
図
っ
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

国
勢
調
査
の
速
報
値
で
は
、平
成
27

年
10
月
時
点
の
本
市
の
人
口
は
12
万

9
6
3
0
人
で
あ 

り
、人
口
減
少
に
歯
止

め
が
掛
か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
が
、少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
は
、地 

域
経

済
の
縮
小
、都
市
機
能
の
衰
退
な
ど
を

招
く
恐
れ
が
あ
り
、人
口
減
少
の
ス
ピ
ー

ド
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
の
地
域
の
振
興
・
活
性
化

に
資
す
る
手
立
て
を
早
急
に
講
じ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学

先
端
生
命
科
学
研
究
所
に
お
け
る
研

究
成
果
に
基
づ
き
、我
が
国
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス・バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
に
お
け
る
企
業
集
積
・
事
業

展
開
も
進
み
つ
つ
あ
り
、又
、昨
年
9
月
に

「
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
食

文
化
」へ
の
加
盟
を
契
機
と
し
、ミ
ラ
ノ
国

際
博
覧
会
日
本
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
出

展
し
た
が
、鶴
岡
の
食
文
化
や
シ
ル
ク
に

対
す
る
関
心
は
想
像
以
上
に
高
く
、こ

れ
ら
に
基
づ
く
産
業
の
振
興
・
活
性
化

の
可
能
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
更
に
は
、市
町
村
合
併
に
よ
り
拡
大
し

た
優
れ
た
地
域
資
源
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、

10
万
都
市
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
高
等
教

育
・
研
究
機
関
の
集
積
な
ど
、鶴
岡
・
庄

内
は
、国
内
は
も
と
よ
り
、国
際
的
に

も
存
在
価
値
の
あ
る
都
市
と
な
り
つ
つ

あ
り
、こ
れ
ら
を
基
と
し
た
企
業
の
集

積
・
事
業
の
展
開
、若
者
の
雇
用
の
場
の

拡
大
、国
内
外
の
人
々
と
の
交
流
の
活

性
化
も
期
待
さ
れ
る
な
ど
、厳
し
い 

社
会・

経
済
情
勢
で
は
あ
る
も
の
の
、将
来
と
も
、

こ
の
地
域
が
発
展・活
性
化
す
る
た
め
の

条
件
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

　

　

こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、鶴
岡
市
に

お
い
て
は
、
昨
年
10
月
に「
ま
ち・ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
た

が
、鶴
岡
・
庄
内
に
お
け
る
人
口
減
少
の

抑
制
及
び
振
興
・
活
性
化
に
向
け
て
、 

各
々
の
立
場
か
ら
の
取
組
み
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、当
会
議
所

も
地
域
の
総
合
的
経
済
団
体
の
立
場

か
ら
、そ
の
責
任
と
役
割
を
よ
り
積
極

的
に
果
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

　

ま
た
、会
員
事
業
所
に
お
い
て
も
、

新
規
学
卒
者
等
の
地
元
就
職
、子
育
て

し
や
す
い
環
境
の
整
備
等
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。

平
成
28
年
度
に
お
け
る
当
会
議
所
の

事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、中
期
行
動
計

画
に
掲
げ
る「
鶴
岡
・
庄
内
の
資
源
、可

能
性
、総
合
力
に
基
づ
く
産
業
の
振
興・

地
域
の
活
性
化
」に
向
け
て
、こ
の
推
進
に

係
る
各
委
員
会
の
審
議
を
踏
ま
え
、6
つ

の
基
本
戦
略
及
び
6
つ
の
重
点
事
業
を

柱
と
し
た
事
業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、

厳
し
い
経
営
環
境
下
に
お
け
る
会
員
事

業
所
の
事
業
継
続
、新
た
な
事
業
展
開
に

資
す
る
た
め
、経
営
発
達
支
援
計
画
に
基

づ
き
、新
規
創
業
・
事
業
発
展
・
事
業
承

継
、販
路
拡
大
、補
助
金
・
制
度
融
資
の

活
用
等
に
係
る
き
め
細
か
い
支
援
を

図
る
こ
と
と
す
る
。

　

ま
た
、会
員
事
業
所
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
、部
会
及
び
青
年
部
・
女

性
会
活
動
等
を
通
し
て
、会
員
事
業
所

に
対
す
る
お
役
立
ち
度
の
向
上
・
会
員

事
業
所
間
の
交
流
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、会
員
加
入
の
促
進
を
図
る

こ
と
と
す
る
。 

　

な
お
、こ
れ
ら
事
業
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、市
を
始
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
、政
策
提
言
・
要
望

活
動
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、事
務

局
体
制
及
び
財
政
基
盤
の
強
化
を
図

る
こ
と
と
す
る
。 

鶴
岡
・
庄
内
の
活
性
化
と

　
　
会
員
企
業
の
発
展
を
目
指
し
て

1.基本戦略の推進

先端性・伝統に基づく競争力のある企業の育成
魅力ある商店の育成と中心商店街の賑わいづくり 

「自然」「歴史」「文化」をテーマとした観光の推進

鶴岡庄内が培ってきた資源やポテンシャルの活用 

若者の地元就職の促進と意欲ある事業所の取組み
を支える人材の育成

地域活性化のための社会基盤の整備と推進策の
見直し  

（1）

（2）
（3）
（4）
（5）

（6）

2.重点事業の推進

ライフサイエンス・バイオテクノロジーの振興

歴史的建造物を活用した街なかの賑わい・魅力づくり
地域の優れた製品・農林水産物等の販売、観光客の
誘致に向けた海外戦略の展開  
「食文化」による地域・企業の活性化にむけた戦
略の展開
内川沿いの地域の高度利用に向けた再開発 
人的交流の活性化、鶴岡の認知度・存在感を高める
ためのコンベンション・イベントの開催  

（1）

（2）
（3）

（4）

（5）

（6）

鶴岡商工会議所

平成28年度

事業運営方針

3.中小企業の支援強化
経済動向、需要開拓等に関する調査及び情報提供
経営分析・事業計画策定に係る支援
需要・販路開拓に係る支援
補助金・融資制度の活用支援 
経営指導員等による指導・相談

（1）

（2）
（3）
（4）
（5）

4.推進体制の整備及び会議所機能の強化

推進体制の整備
会議所機能の強化

（1）

（2）

「ぐるめウォーク」ユネスコ創造都市ネットワーク食文化部門への加盟が
認められた城下町鶴岡の風情を感じながらまちなかを歩いてもらう企画。

高校生職業観醸成セミナー

「ぐるめウォーク」この日は参加者に12月の行事食「大黒様の
お歳夜」の納豆汁や豆腐の田楽が振る舞われ大好評！


